
小  野  田  商  工  会  議  所  会  報
The Onoda Chamber of Commerce and Industry News

1
2026

№ 871

T O P I C S

▸ 赤崎巨大絵馬（赤嵜神社）　　　　 　　

商工会議所が未来を変える！
URL  https://www.onoda-cci.or.jp　

小野田商工会議所

『復刻せめんだる』が県特産品振興奨励賞を受賞！

謹賀新年2026 ‐新年のご挨拶‐

ほか

▸ おのだ名産品ぐらんぷり2024  金賞商品！

生成AI活用セミナー開催報告/ DX推進委員会

元気塾「生成AI実践セミナー」参加者募集中！



新 年 の ご 挨 拶

　小野田地域におきましても、ＤＸの推進、脱

炭素への対応、観光振興やにぎわいの創出、新

たな商品・サービスの開発など、将来を見据え

た前向きな取り組みが、着実に進められており

ます。

　昨年、青年部では、セメント町活性例会とし

て、「～セメント町横丁～ 昭和レトロ祭り」に

取り組まれ、交流人口の増大、にぎわいの創出

の起爆剤となる取り組みをされ、多くの来場者

が参加されました。今年も独創性のある活動を

期待しております。

　そして、女性会においても、イベントでのバ

ザー出店などにぎわいの創出の一躍を担ってい

ただいていることに感謝しております。

　また、私ども小野田商工会議所といたしまし

ても、金融支援や補助金活用の支援をはじめ、

経営相談、創業・事業承継、販路開拓、人材確

保支援など伴走型支援をさらに充実させ、会員

の皆様に寄り添った支援に全力で取り組んでま

いります。また、行政や関係機関との連携を一

層強化し、地域産業の活性化と持続可能な地域

づくりに貢献してまいります。

　本年が、変化を恐れず新たな挑戦に踏み出す

一年となり、企業の成長と地域経済の発展につ

ながる年となることを心より願っております。

　結びに、皆様方のご健勝とご繁栄を祈念申し

上げまして、新年のごあいさつといたします。

　皆様におかれましては、お健やかに新春をお

迎えのことと心からお喜び申し上げます。

　また、平素から商工会議所の諸活動に対しま

して、深いご理解と温かいご支援を賜り、厚く

御礼を申し上げます。

　さて、世界に目を向けますと、ウクライナ情

勢や中東情勢の長期化、米中対立の深まりなど

国際社会は依然として不透明を拭えない状況が

続いております。これらはエネルギー価格や原

材料価格の高止まり、サプライチェーンの混乱

を通じて、私たちの日常生活や企業経営にも大

きな影響を及ぼしております。

　また、生成ＡＩをはじめとするデジタル技術

の急速な進展により、産業構造や働き方は大き

な転換期を迎えており、変化への対応力が企業

の成長を左右する時代となっています。

　一方、国内におきましては、長く続いたデフ

レからの脱却に向けた動きが見られ、賃上げや

設備投資の拡大など、前向きな兆しも表れてき

ました。しかしその反面、物価上昇による原材

料費やエネルギーコストの増加、人手不足の深

刻化、さらには、物流・建設分野の構造的課題

など、小規模事業者を取り巻く経営環境は依然

として厳しいものがあります。加えて、相次ぐ

自然災害を踏まえた防災・減災対策の強化や事

業継続計画の重要性も改めて強く認識されてい

るところです。

　このような環境の中にあっても、地域の小規

模事業者の皆様は、たゆまぬ努力と創意工夫に

より事業を継続され、雇用の確保と地域経済の

下支えに大きく貢献してこられました。心から

敬意を表します。

小 野 田 商 工 会 議 所

　会 頭　藤 田   敏 彦

、



年 頭 所 感

【「変革と価値共創による日本経済の再出発」
　　　　　　　　　  に向けた三つの重点課題】

　こうした考えから、私は今期のスローガンとし
て「変革と価値共創による日本経済の再出発」を
掲げました。このスローガンの下、以下の３点を
重点課題として当所の運営に取り組んでまいりま
す。
　１点目は「成長型経済の実現に向けた環境整備」
です。成長型経済を実現するには、コストプッシ
ュ型インフレから、需要拡大によるデマンドプル
型インフレへと転換し、賃金と投資の好循環を持
続させる必要があります。そのためにも、適切な
価格転嫁と取引適正化の推進は、賃上げ原資を確
保する観点から官民を挙げて一層強化すべき課題
です。加えて、経済安全保障とエネルギー安全保
障の両立、過度な円安の是正に向けた金融政策、
人手不足への対応、持続可能な全世代型社会保障
制度の構築につきましても、引き続き要望してま
いります。
　２点目は「変革と価値共創による中小企業・小
規模事業者の『稼ぐ力』の強化」です。成長型経
済の実現には、中小企業・小規模事業者の付加価
値と生産性の向上が不可欠であり、新分野進出、
ＤＸ・ＧＸの推進、知的財産の創造・保護・活用
海外展開、スタートアップとの連携などへの挑戦
が求められます。また、事業承継を契機として、
より強く魅力ある企業へと生まれ変わることが重
要です。
　３点目は「地域の稼ぐ力の向上による地域経済
循環の推進」です。持続可能な観光地域づくり、
地域に新たな投資を呼び込むためのインフラ整備
や税財政支援、地域の産業を担う人材の確保・育
成支援が求められます。いずれも商工会議所の主
要な活動テーマであり、当所はもとより、各地商
工会議所が中核となって取り組まれることを心よ
り期待いたします。

【「現場主義・双方向主義」の発展】

　私は「原点は対話である」という信念の下、会
頭就任以来、全国各地を訪問し、地域や事業者の
生の声を伺い、各地域が抱える課題の把握に努め
てまいりました。今後は「現場主義・双方向主義」
をさらに発展させ、現場の声に真摯に向き合いな
がら、中小企業と地域の活性化、日本経済のさら
なる成長に向けて、皆さまと共に全力を尽くして
まいります。皆さまの多大なるご支援、ご協力を
お願い申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただき
ます。

明けましておめでとうございます。
2026年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます

【成長の果実を賃金や投資へ】

　さて、昨年の世界情勢は、ロシアによるウクラ
イナ侵攻の長期化や中東情勢の緊迫化といった地
政学リスクに加え、関税・輸出管理・産業補助・
投資審査などが複合的に作用し、通商環境の再編
が進行するなど、不確実性が一段と高まった一年
でありました。
　国内に目を向けますと、日本経済は賃金と物価
の好循環に向けた兆しが明確になりつつあります
が、依然として物価上昇に賃金が追いつかず、実
質賃金の着実な回復が最大の課題です。長年にわ
たり染みついたデフレマインドを払拭し、成長の
果実を賃金や投資へ確実に循環させることこそ、
日本経済の「再出発」に向けた最大の鍵でありま
す。
　こうした中、国政においては、憲政史上初の女
性総理として高市総理が誕生し、就任直後からト
ランプ米大統領をはじめ各国首脳との会談を精力
的に行い、首脳間の信頼醸成に努めてこられまし
た。また、高市総理が議長を務める「日本成長戦
略会議」におきましても、ＡＩ・半導体、造船、
量子など17の戦略分野への投資に加え、人的資本
の強化、労働市場改革、スタートアップ支援、賃
上げ環境整備など、将来の成長力を高める政策課
題が明確に示されました。国の成長戦略と歩調を
合わせつつ、民間の現場から具体的な提言と実行
を積み重ねていくことが、私どもの責務でありま
す。

【成長型経済への転換を確固たるものに～
　　　　　　　　　   「変革」と「価値共創」】

　わが国の経済は、成長型経済への移行に向けた
正念場を迎えています。しかし、企業数の99.7％
雇用の約７割（３大都市圏を除くと約９割）を占
める中小企業は、円安・原油高に伴う原材料・エ
ネルギー価格などの高騰、人手不足や労務費の増
加、さらには消費低迷など多くの課題に直面して
います。
　成長型経済への転換を確固たるものとするため
には、個々の企業が自己変革を果たし、変化する
外部環境に適応していくなど、絶えず「変革」に
挑み続ける姿勢が重要です。同時に、不確実性の
時代においては、多様な主体が互いの強みを持ち
寄り、新たな価値を共に創り、共に分かち合う
「価値共創」の発想こそが、これからの日本経済
を支える基盤になると確信しています。

日 本 商 工 会 議 所

　会 頭　小 林　健

。

、

、



新 年 の ご 挨 拶

小野田商工会議所青年部

　　  会 長　中 野  昌 広

　新年あけましておめでとうございます。

　令和８年の新春を迎えるにあたり、日頃より

青年部活動に温かいご理解とご支援を賜ってお

りますこと、心より御礼申し上げます。皆さま

のご支援があってこそ、私たちは地域に根ざし

た活動を継続し、仲間と共に挑戦を続けること

ができております。

　令和７年度のスローガンは「戮力協心（りく

りょくきょうしん）」、サブタイトルとして「In

Union, There Is Strength」を掲げました。

　“皆で力を合わせ、一つの心で進むとき、大

きな力が生まれる”という意味を持つこのスロ

ーガンのもと、私たちは仲間と共に力を束ね、

地域の未来を切り拓くための様々な挑戦を行っ

てまいりました。

　商工会議所青年部（YEG）は、地域経済の活

性化、若手経営者の資質向上、そして仲間との

交流によるネットワーク構築を使命としていま

す。小野田YEGは令和７年度において、この使

命を果たすべく「地域の未来を見据えた挑戦」

と「仲間づくりの強化」をテーマに、年間を通

じてさまざまな事業を展開してまいりました。　

　その中から、主な活動をご紹介いたします。

　さらに、前年に実施した「願いが叶う街プロ

ジェクト」は、山口県商工会議所青年部連合会

会員大会にて大賞を受賞しました。地域と共に

描いた取り組みが高く評価され、私たちの活動

が地域社会に確かな影響を与えていることを実

感しております。

　組織力の面では、会員数が増加し、青年部の

未来を支える力が着実に充実してまいりました

これに対応するため、令和７年度には「会員交

流委員会」を設置し、会員間の交流促進やOB・

OGの皆さま、他単会との連携強化にも努めてお

ります。多様な経験や考えが交わることで、よ

り力強い組織へと成長していることを心強く感

じております。

　令和８年度には、山口県連 親睦ゴルフ大会を

小野田YEGが主管いたします。県連事業を継続

的に担える体制づくりは今後の活動において重

要であり、本事業を通じてさらなる組織力向上

と会員間の交流促進を図ってまいります。

　結びに、令和８年が皆さまにとりまして実り

多き一年となりますよう、心より祈念申し上げ

ます。今後とも青年部活動への変わらぬご支援

とご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い

申し上げます。

【６月例会「超近未来会議
　　　　 　  小野田YEGと山陽YEGの挑戦」】
　山陽YEGの皆さまや市議会議員の皆さまにご参

加いただき、行政・議会・若手経済人が一堂に会

して地域の将来像について語り合う貴重な場とな

りました。多様な視点から意見を交わすことで、

地域が抱える課題や将来への展望をより具体的に

考える機会となりました。

【８月恒例事業
　　「おのだ七夕祭り２０２５～歌笑祭～」】
　シンガーソングライターや人気YouTuber、小

野田スマイルプランナーの皆さまにご出演いただ

き、地域に大きな賑わいを創出しました。　

　参加された方々からは「楽しかった」「地域の

魅力を改めて感じた」といった声を多くいただき

地域住民の皆さまとの交流を深めることができま

した。

【９月例会「願いが叶う街プロジェクト
　　　　　　　　　　～建築家になろう～」】
　Aスクエアを設計された建築士をお招きし、子

どもたちが “Bスクエア”を構想して模型作りに挑

戦するなど、創造力と学びを深める例会となりま

した。子どもたちが自ら考え、形にする喜びを体

験することで、地域の未来を担う世代への教育的

な価値も提供できました。

【１１月例会「～セメント町横丁～
　　　　　　　　　　　　昭和レトロ祭り」】
　ガバメントクラウドファンディングを活用し、

地域の皆さまと共に作り上げた事業として開催し

ました。多くの家族連れで賑わい、地域の温かさ

を再確認する取り組みとなりました。地域住民が

主体となって参加するイベントは、地域の絆をよ

り一層深める貴重な機会となります。

。

、



新 年 の ご 挨 拶

小野田商工会議所女性会

　　    会 長　吉 田    緑

　新年あけましておめでとうございます。

　皆様には健やかに新年をお迎えの事と心より

お慶び申し上げます。また、平素より女性会の

活動にご指導、ご支援を賜り厚く御礼申し上げ

ます。

　昨年は大阪関西万博の開催をはじめ、ドジャ

ースのワールドシリーズ連覇、そして何より日

本初の女性総理大臣の誕生と、歓喜に沸いた年

ではなかったでしょうか。女性総理の誕生は、

女性会としてもとても励みになります。私事で

すが、大阪関西万博の開幕を飾るイベント「１

万人の第九EXPO2025」に参加し、感動的で記

憶に残る経験をさせていただきました。

　女性会の活動におきましては、復活！住吉ま

つりにバザーで出店し、賑やかな活気の中、お

祭りムードを演出することが出来ました。

　山口県下商工会議所女性会会員大会下松大会

には１０名で参加し、タレントでリポーターの

菊田あやこ氏が、５０代から始めた「終活」に

ついてざっくばらんに話され、元気とパワーを

もらうことが出来ました。

　１年ぶりの小野田駅前フリーマーケットの出

店では、お客様の「待っていました」の嬉しい

お言葉に励まされ、駅前の活性化の一助となり

次回へも繋げていきたいと思いました。

　中国地方商工会議所女性会連合会防府大会は

５名で参加し、防府の伝統行事である「笑い講

で大いに盛り上がり、おのだ七夕祭りでは、企

業ＰＲブースでうちわ等を配布し、多くのご来

場の皆様に受け取って頂き喜んで頂く事ができ

ました。

　又、こども食堂推進活動の一つとして、フー

ドパントリーの袋詰めや食品の配布のお手伝い

に参加し、地域で活動する大切さを学びました

、

」

。

　全国商工会議所女性会連合会東京大会はホテ

ルニューオータニで開催され、５名参加しまし

た。秋川雅史氏の国歌斉唱や、東京都知事小池

百合子氏の挨拶があり、東京ならではの大会に

感動いたしました。女性起業家大賞では、４５

歳での社会復帰の際に、年齢やキャリアの壁に

直面し、子育て経験をキャリアと認め、女性が

当たり前に働ける社会を目指して起業された方

が最優秀賞を受賞され、全ての女性が輝ける社

会になることを切に願いました。夜の東京タワ

ーでは、ハロウィンのプロジェクションマッピ

ングに歓声を上げ、はとバスでは、２階建てバ

スの最前列から１８０度見渡せる、パノラマの

都会の景色に歓喜致しました。

　長門商工会議所女性会創立４０周年記念には

４名で参加し、長門市出身の予約の取れない家

政婦、タサン志麻さんの講演「家族と食事を楽

しむ方法」では、手を抜くことは悪いことでは

なく、作るより食べる時間を大切にし、会話の

時間も楽しんで下さいとお話しされ、食の大切

さを学びました。

　１１月末には藤田会頭をお迎えして、青年部

の皆様とご一緒に交流会を開催し、沢山の笑顔

の中、親交を深める事ができ、とても楽しく行

事を終える事が出来ました。

　このように昨年は、皆様に支えて頂きながら

多くの活動が出来ましたこと、大変嬉しく思っ

ております。刺激を受け合い教わることも多く

自ら学ぶことで磨き輝き、思いやりと優しさも

忘れることなく女性会の良さを活かし、これか

らも笑顔で楽しく活動して参りたいと思います

　皆様の一層のお力添えを賜りますようお願い

申し上げますと共に、皆様のご多幸と益々のご

繁栄をお祈り申し上げまして、新年のご挨拶と

させて頂きます。

、

。



   １ 祝  ［元日］

   ２ 金

   ３ 土

   ４ 日

   ５ 月 　仕事始め

   ６ 火

   ７ 水

   ８ 木
　創業相談会・税務（13時30分∼16時30分）

　年末調整相談会（9時30分∼16時30分）

   ９ 金 　ITなんでも相談会（13時30分∼16時30分）

１０ 土

１１ 日

１２ 祝  ［成人の日］

１３ 火
　創業相談会・労務（13時30分∼16時30分）

　年末調整相談会（9時30分∼16時30分）

１４ 水 　普通救命講習会・労福（9時∼12時）

１５ 木 　創業相談会・法律（14時~）

１６ 金
　育児介護休業法改正セミナー（13時30分∼15時）

　さんようおのだの企業を知ろうツアー

１７ 土

１８ 日

１９ 月 　記帳・税務相談会（13時~16時）

２０ 火 　創業相談会・税務（13時30分∼16時30分）

２１ 水 　創業相談会・経営（9時~17時）

２２ 木

２３ 金

２４ 土

２５ 日

２６ 月

２７ 火

２８ 水

２９ 木 　

３０ 金

３１ 土

　 小規模事業者を対象とした所得税・消費税
確定申告の相談会を開催いたします。この機
会に是非ご利用ください。（事前予約制）

　年の瀬の１２月３日（水）、山陽小野田市
の赤嵜神社に巨大絵馬が奉納されました。
　この絵馬は、地元中学校と大学、企業で
組織された「赤崎巨大絵馬作製実行委員会」
が企画し、作製したものです。
　今年の干支である「うま」をモチーフに
した白馬が力強く描かれ、「地域の安心・安
全と平穏な日々の暮らし」に感謝しなが
ら、これからも「地域が明るく、繋がり深
くありますように」との願いが込められて
います。

小野田商工会議所（☎ 0836-84-4111）

令和８年１月の予定表令和８年１月の予定表
今月の表紙

※カレンダー内の個別相談会は、
　原則として、事前予約制となります。
　ご予約は、当所窓口までご連絡ください。

≪実施日≫
　▸２月／１７日（火）・１９日（木） 
　　　   　２４日（火）・２６日（木）

　▸３月／　２日（月）・６日（金）
　　　　　   ９日（月）

確定申告個別相談会のご案内

【お問い合わせ先】

　小野田商工会議所 まで（☎ 0836-84-4111）

（会場：Ａスクエア ２階 会議室１Ｂ）

相談時間は各日とも午前と午後の二部制、

 9時30分～12時 / 13時～16時30分  です。

※予約方法等の詳しい内容については、

　別添の本誌折込チラシをご確認ください。

赤崎巨大絵馬（赤嵜神社）



　山陽小野田名産品として認定されている、

「復刻せめんだる」（製造販売：極みの食パン

安都佐）が、２０２５年度山口県特産品振興

奨励賞を受賞されました🏅

　この賞は、山口県内の資源や技術を活かし

た特産品の振興を図ることを目的に、昭和５

７年度から毎年度、創意と工夫が認められる

特産品を対象として授与されています。

　日本初の民間セメント会社の設立を機に、

「工業のまち」として発展した歴史を持つ旧

小野田市。セメントを運ぶ樽をモチーフに作

られた最中「せめんだる」は、地元小野田の

銘菓として長く愛されてきました。

山口県特産品振興奨励賞を受賞した「復刻せめんだる」山口県特産品振興奨励賞を受賞した「復刻せめんだる」

　製造元の倒産により、一時期姿を消してしまった「せめんだる」でしたが、２０２４年４月

に「復刻せめんだる」として蘇り、当所特産品づくり委員会主催の「おのだ名産品ぐらんぷり」

においても、２０２４年度金賞に輝いています。

（菓子部門）「復刻せめんだる」が山口県特産品振興奨励賞　　　　   を受賞！

会議所の動き



身近な業務革新から新たな価値創造へAIで業務を向上！

小野田商工会議所／ＤＸ推進委員会

生成ＡＩ活用セミナー開催報告
　去る11月25日、12月3日、12月9日の3日間にわたり当委員会企画に
よる「業務効率化に向けた生成AI活用のしかた」と題したセミナーを
盛況のうちに開催いたしました。
　本セミナーは、急速に進化するAI技術を具体的なビジネスの現場に
取り入れ、業務効率の飛躍的な向上と、アイデア次第で新たな価値を生み出すことを目的として実施しました。
　当日は、予想を大きく上回る多数の皆様にご参加いただき、AIに対する関心の高さを改めて実感いたしました。

　参加者の感想の中にはAIがこれほど身近な業
務に使えるとは驚きでしたとの声もあり、「早
速明日から試してみたいと思います。」「複雑だ
と思っていたAIが、デモで見てシンプルに理解
できました。」といった感想もお聞きしました
　また、生成AIの進化はすさまじく、効率化だ
けではなくAIを「アイデア次第で新たな価値を
生むツール」として捉えるための応用事例を紹
介いたしました。これまでの業務の延長線上に
はなかった、創造的なAIの活用法を紹介いただ
きました。
　3回目にはサイバーセキュリティの重要性に
ついて講義があり、業務効率化のために生成AI
を使うこと、またそれによって構築されたシス
テムを使うことと実際に安全に運用していくこ
とは別の次元であるという内容に、参加者から
は「常にセキュリティの意識をもっていくこと
が重要」という感想をいただきました。

　1回目は、まずAIというものや生成AIの活用
による社会情勢の変化について説明があり実際
に生成AIを活用して業務改善に成功した事例を
ご紹介いただきました。

　2回目は、日々の
業務にすぐに取り入
れられるAIツール
と、その具体的な活
用法に焦点を当てた
デモンストレーショ
ンを行っていただき
ました。

　講師からは、会議の議事録作成を自動化する
ツールや、大量の資料から要点を瞬時に抽出す
る技術、動画作成や専門知識を必要とするメー
ルの定型文作成を支援するAIなど、「人手を介
さず、すぐに成果が出る」実践的なツールの使
用方法が丁寧に解説されました。
　参加者の皆様は、その驚異的なスピードと精
度に、業務時間の大幅な削減が見込めることを
イメージできたのではないかと思います。

　本セミナーは、参加者の方々がAIを活用した
業務改善への「第一歩」を踏み出すための具体
的な道筋を示すことができたと思います。
　今後も当DX推進委員会では、基礎的なDX推
進をサポートしていきますが、加えて一歩先を
行くビジネス改革を実現するためのAI活用に関
する情報提供や、より専門的な分野に特化した
セミナーを企画してまいります。

。



今回の出演者

介護保険の“枠”を超えた福祉サービス

３７年の保険会社勤務からの転身

「えがお」ならではの画期的なサポート

　「介護･福祉タクシーえがお」では、安心安全な搬

送はもちろんですが、搬送以外のきめ細やかなサポ

ートも大きな特徴です。

　家族の同乗が可能！

　通常の介護保険タクシーでは同乗が断られること

　が多いですが、「えがお」は介護保険が適用され

　ないため、配偶者や子供など、現地でサポートす

　るご家族の同乗が可能です。

　院内・店内介助サービス！

　ご家族の付き添いが難しい場合、お買い物ではス

　ーパーの店内まで車椅子を押して介助し、通院時

　には病院の受付や院内移動をサポートし、診察が

　終わるまで待機します。

　この院内・店内介助サービスは、基本的に別途料

　金はかかりません。

　長距離移動・旅行の実現！

　車椅子だから、寝たきりだからと諦めていた遠出　

　や旅行の希望（帰省時の会食や思い出の場所への

　移動など）も、体調を考慮したプランニングによ

　り実現可能です。実際、山陽小野田市内から広島

　の病院まで搬送した実績もあります。

　屋号の「えがお」には、サービス提供側も笑顔

で、利用者本人とそのご家族にも笑顔になってほし

いという願いを込めていますと語った粟屋さん。

 　介護保険制度という枠組みからこぼれ落ちてしま

うニーズを拾い上げ、すべての人に移動の自由と安

心を提供する、地域にとって欠かせない心強い存在

となっています♪

・所在地　山陽小野田市大字西高泊８５５番地

・ＴＥＬ  ０８０－２９５５－８９９５

・営　業  ８：３０～１７：３０

・定休日　原則　土日祝

ラジオで会員事業所を紹介!ラジオで会員事業所を紹介!

・FMスマイルウェ～ブにて放送中!!

・毎月第3木曜／18時15分～18時55分

・FMスマイルウェ～ブにて放送中!!

・毎月第3木曜／18時15分～18時55分

介護保険の「隙間」を埋めようと奮闘する粟屋さん㊥

　11月20日放送の『木曜！ラジオde回覧板』は、こ

の夏、令和７年８月に山陽小野田市で新規開業した

「介護･福祉タクシーえがお」代表の粟屋  裕さんに

ご出演いただきました。

　今回の放送では、粟屋さんの起業に至るまでの経

緯と事業に対する想いをインタビューしました♪

『木曜!ラジオde回覧板』『木曜!ラジオde回覧板』

介護・福祉タクシー えがお介護・福祉タクシー えがお

∼ すべての人に移動の自由と安心を ～∼ すべての人に移動の自由と安心を ～

　「介護･福祉タクシーえがお」は、介護保険ではな

く一般の福祉を目的としているので、介護保険適用

外で運行されています。介護保険サービスでは対応

しきれない柔軟なサービスを提供しています。

　対象は、車椅子の方や身体障がい者の方、支援や

介護が必要な方、さらには臨月の妊婦さんなど、一

人では一般のタクシー移動が難しいすべての方です

介護・福祉タクシー

粟  屋　裕
あわや　   　  ゆたか

さん代 表

え  が  お

　前職は、開業前まで保険会社で37年間勤務してい

ました。全国転勤の生活を送る中で、定年延長の話

が出たことと、地元にいる両親（父87歳、母84歳）

のサポートが必要になったことが重なり、私は60歳

になる前に早期定年制度で退職を選び、山陽小野田

市に戻る決断をしました。

　当時勤めていた長崎支店時代の先輩が、介護タク

シー事業を始めたこともきっかけの一つでした。

　長年の保険業務で介護保険制度の知識を身につけ

ていたため、保険ではカバーしきれない限界の部分

をこの福祉タクシー事業で補えると考え、起業に至

りました。営業職で培った、マニュアルにないこと

への臨機応変な対応力や信頼関係を築く力も、今の

事業に活きていると思っています。

。

（※ご予約・ご相談は上記時間に関係なく受付します）



 

 

の研究を紹介します！ 

会報の紙面をお借りして、山口東京理科大学の研究

を紹介いたします。ここで紹介する事例をはじめ、本

学の研究成果や技術にご興味がありましたら、研究

推進課へおたずねください。 

異文化間理解と対話力を育む英語使用の研究 

―国際交流から見えてくるもの― 

 
 共通教育センター 講師 渡辺 彰子 

【顔写真】 

指 定 が な い 場

合は、HP 教員

紹 介 の 顔 写 真

を利用します 

グローバル化が進む現代社会において、異なる文化的背景を持つ人々が共に学び、働く機会

はますます増えています。こうした国際的な場面で重要となるのが、共通の言語を用いた円滑

なコミュニケーションです。私は、海外との大学における異文化交流を対象に、国際共通語と

しての英語（ELF: English as a Lingua Franca）の観点から、非英語母語話者同士の相互行

為（インタラクション）に関する実践的な研究を行っています。特に注目しているのは、ICT

（情報通信技術）を活用したオンライン交流の場において、どのような言語的・非言語的な工

夫が誤解を避け、相互理解を深めるのに有効かという点です。例えば、話し手が自らの発言を

補足したり、相手の理解を確認するための問いかけを行ったりする「気づき」を促す言語使用

は、文化的背景の異なる相手との対話において非常に重要です。また、ジェスチャーや視線、

間の取り方といった非言語的な要素も、誤解を防ぎ、信頼関係を築くうえで大きな役割を果た

します。 

さらに、異文化間理解を深めるためには、教員自身の言語使用にも注目する必要がありま

す。教員が学生に対してどのように問いかけ、どのように応答するかによって、学生の気づき

や学びの深さが大きく変わるからです。教員が意図的に用いる「気づきを促す言語使用」や、

文化的な違いを尊重しながら対話を進める姿勢が、学生の異文化理解を支える鍵になると考え

ています。 

このような研究を通じて、単なる語学力の向上にとどまらず、他者と対話し、共に課題を解

決する力を備えた「対話力のある国際人」の育成に貢献することを目指しています。言語は単

なる道具ではなく、人と人とをつなぐ「橋」です。異なる文化を持つ人々が互いに理解し合

い、共に未来を築いていくための基盤として、ELF の視点からの研究は今後ますます重要に

なると確信しています。 

企業活動においても、海外との取引や多国籍チームとの協働が日常化する中で、英語を介し

た文化間でのコミュニケーションの質が成果に直結する場面が増えています。教育現場での知

見は、ビジネスの現場でも応用可能であり、誤解を防ぎ、信頼を築くための言語使用の工夫

は、企業の国際競争力を高める一助となるでしょう。今後は、教育と産業界の橋渡しとなるよ

うな研究展開も視野に入れています。 

【キーワード】異文化間理解・対話力・ELF 



問合せ先：山陽小野田市立山口東京理科大学 研究推進課 Tel:0836-88-4533 

信頼性の確保された実験結果の重要性について 

工学部 医薬工学科 准教授 若栗 忍 

【顔写真】 

指 定 が な い 場

合は、HP 教員

紹 介 の 顔 写 真

を利用します 

皆さんは科学的研究で何が大切だとお考えでしょうか。もちろん最先端の技術を導入

し、成果を広く一般化することは研究を行う以上、重要なことです。しかしながら、自分

たちの試験結果を正しく記録に残し、得られた結果の解釈を正しく伝えることも科学成

果を広める上で非常に重要です。 

信頼性の高い研究結果を得ることの重要性は意外と浸透しておりません。研究紹介と

は若干異なりますが、ここでは信頼性について述べたいと思います。 

私は 9 月まで受託機関で勤務しており、安全性試験を GLP 下で行ったり、食品表示

法における特定原材料（アレルギーを引き起こす食品で、食品表示が義務付けられてい

るもの）の外部精度管理調査に従事してまいりました。 

安全性試験とは通常、申請前の医薬品や医療機器、化学物質等の人への安全性評価の

ために行われる試験です。GLP は Good Laboratory Practice（優良試験所基準などと

訳される）の略で、得られた試験の結果を再構築するための信頼性を担保する基準です。 

また、食品分野における外部精度管理調査とは、市販食品の収去検査等を行う各検査

機関が自分たちの検査が正しく行われているか（＝他機関の結果と乖離がないかどうか）

について外部機関により評価を受けることです。これにより、どこの検査機関で試験を

行っても同じ結果が得られることの担保となります。 

どちらの場合でも重要なのは、いかに正しく試験のデータを管理するか、ということ

でした。これにより、予期せぬ結果が得られた場合、記録を見直すことで行った試験を

再構築することができ、原因を発見しやすくなります。 

私の専門でもある in vitro（動物を用いない試験系）の細胞を用いた安全性試験系は

確立した試験系として知られており、誰がやっても安定した結果が得られる方法として、

スクリーニング試験などでの複数のデータの比較に適しています。しかし、正しい方法

で実験を行っている記録があるから、結果に信頼性が得られ、その結果が正しく評価さ

れます。したがいましてこれからも信頼性を確保しながら研究に取り組むことで社会に

貢献していきたいと考えます。 

 
 

【キーワード】安全性試験, GLP, 外部精度管理, 信頼性 



小野田商工会議所

 TEL  (0836)  84 -  4111      URL  https ://www.onoda-cc i .or . jp

〒756-0824　山口県山陽小野田市中央二丁目3番1号（Aスクエア 2階）
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